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研究成果概要 
本研究では、スーパーカミオカンデ（以下、SK）が観測する大気・太陽ニュートリノ

データを用いて精密なニュートリノ振動研究をおこなうとともに、超新星ニュートリノ

の観測等を通して天体物理学

の研究もおこなっている。ま

た、陽子崩壊事象の探索をおこ

ない、未知なる大統一理論の解

明を目指す研究もおこなって

いる。 
 2020 年度の当初の予定では

4月中旬からガドリニウムを導

入する予定であった。しかし、

新型コロナウィルス感染対策

のため業者の作業員やシフト

をとる研究者が神岡に来られ

なくなったために 7 月に延期

した。Gd の導入は 7 月 14 日にスタートした。導入方法はタンク上部から純水をガドリ

ニウム導入システムへ送り、溶解した Gd を含む水をタンクの底部へ送ることとした。導

入する前には純水装置を使用してタンクの水温を約 0.3℃上昇させておき、Gd 水を給水

する際には水温をタンク水に比べて 0.3℃低い温度の Gd 水を供給することによってタン

ク底部から積み上げるように導入することをもくろんだ。これによって、タンク水をほ

ぼ１循環させる時間（約 35 日間）で導入することができる。図 1 は積算導入 Gd2(SO4)3・

 
図 1. 積算導入 Gd2(SO4)3・8H2O 量 



8H2O 量を示すが、一本

の直線になっており、シ

ステムが非常に安定して

ガドリニウムを導入した

ことが分かる。導入は 8
月 17 日に完了した。図 2
はタンク内の Gd 濃度が

日々どのように変化して

いったかを示している

が、目論見通りタンク底

部から上へ積みあがるよ

うにして Gd がタンク内

へ入っていったことが分かる。約 13 トンの Gd2(SO4)3・8H2O を導入したが、Gd の重量

にして 5 トンになり 50000 トンの純水に 0.01%の濃度で Gd を導入したことになる。導

入後、宇宙線による核破砕事象などを解析した結果、予定通り中性子の測定ができてい

ることを確認している。また、Am/Be 線源を使い、中性子検出のキャリブレーションも

行い、期待される時間差分布が得られている。 
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図 2.タンク内 Gd2(SO4)3∙8H2O濃度の時間変化 
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